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― すべての働く者の連帯で、希望と安心の社会を築こう ー 

当
面
の
日
程 

３月１２日（金）自治労徳島県本部第81回臨時大会 13時30分 

 徳島県公務労協総決起集会 18時（あわぎんホール） 

   １４日（日）syuntoふれあいファミリーデー（吉野川遊園地） 

   １８日（木）第3回役員推薦委員会 12時（連合徳島） 

         五役・執行委員会・地協代表者合同会議 13時30分 
 

連合徳島と県春闘共闘会議は、3 月 1

日に労働局、2日には経済 4団体、徳島

県に対し、2010春季生活闘争の重点課題

である今春闘での労使交渉の促進や地域

雇用対策の強化、公正なワークルールの

確立、などを求める要請行動を行った。 

小松会長は「労働者の犠牲の上に立っ

た企業経営、経済政策が推し進められた

結果、経済社会に様々な歪みが生じ、底

割れとも言える状況になっている。コス

ト削減が競争力強化につながるという発

送を転換する必要がある。定期昇給の確

保や非正規労働者の待遇改善で内需を拡

大し、デフレ不況を打開すべきだ。」とあ

いさつ。 

続いて、齋藤事務局長から要請書の各

項目について主旨説明を行うとともに、

早急に適切な対策と労働行政の向上、監

督行政のあり方について強く要請、意見

交換を行った。 

内容は、○5,000 円以上の賃上げ基準

の尊重など春闘交渉の促進、○雇用のセ

イフティネットへ向けた地域雇用対策の

強化、○公正なワークルールの確立、労

働環境・条件の改善、○労働者福祉政策

の確立、○仕事と家庭の両立支援、など

の6項目。 

徳島県要請 → 

（３月２日） 

労働局要請 ↓ 

（３月１日） 

 

 

 

 

 

県春闘共闘会議・連合徳島は3月5日

（金）18時から、徳島市藍場浜公園にお

いて「2010 春季生活闘争勝利3・5 徳島

県総決起集会」を開催し、各構成組織か

ら1,100人が参加した。 

主催者を代表して小松議長は「今春闘

は、定期昇給の確保と非正規労働者を含

む全労働者の処遇改善を2本柱として取

り組んでいる。長引く不況で労働側にと

って厳しい状況ではあるが、すべての労

働者が一丸となって闘い、着実な成果が

上げられるよう取り組みを強化していこ

う」とあいさつ。 

続いて、齋藤事務局長から2010春季生

活闘争の方針と課題について提案し、全

体の拍手で確認した。 

その後、決意表明（民間大手、民間中

小、官公労、徳島・北部・東部地協）、連

合推薦議員団の紹介と代表して庄野県議、

連合徳島で推薦決定している参議院選予

定候補・吉田ます子民主党県連副代表か

ら連帯のあいさつを受けた。 

その後、「すべての働く者の雇用と生活

の安定を求めるアピール」案を採択、最

後に小松議長の音頭で団結ガンバローを

三唱し、集会を締めくくった。 

この後、参加者は「一方的な賃下げは

許さないぞ」「働き方による差別は許さな

いぞ」などシュプレヒコールを上げなが

らデモ行進を行った。 



 


